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宝
光
院
・
玉
泉
坊
が

合
戦
し
た
丁
野
城

よ
う
の
の
し
ろ

丁
野
城
は
浅あ

ざ

井い

長な
が

政ま
さ

の
小
谷
城

お
だ
に
の
し
ろ

の
西
方
一
㎞
の

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
今
の
滋
賀
県
湖こ

北ほ
く

町
丁
野
で

あ
る
。
天
正

て
ん
し
ょ
う

元
年
（
一
五
七
三
）
八
月
浅
井
長
政

の
援
軍
の
要
請
に
応
じ
、
朝
倉
義
景
の
出
陣
命
令

に
従
っ
て
平
泉
寺
の
衆し

ゅ

徒と

は
出
陣
し
た
。
大
野
郡ぐ

ん

司じ

の
朝
倉
景
鏡

か
げ
あ
き
ら

は
義
景
の
意
に
反
し
て
出
陣
を
断

っ
た
が
、
義
景
と
の
よ
し
み
か
ら
の
出
陣
で
、
小

谷
城
に
近
い
丁
野
城
に
立
て
籠こ

も
っ
た
。

丁
野
城
跡
は
丁よ

う

野の
の

山や
ま

城
跡
と
も
よ
ば
れ
、
麓
か

ら
の
高
さ
は
約
六
六
ｍ
ほ
ど
で
あ
り
、
山
頂
は
二

〇
ｍ
四
方
の
平
地
で
、
周
囲
に
は
深
い
空か

ら

堀ぼ
り

が
め

ぐ
ら
さ
れ
、
植
生
は
コ
ナ
ラ
の
林
で
あ
る
。

こ
の
城
に
立
て
籠
も
っ
た
衆
徒
は
城
を
あ
け
、

命
拾
い
を
し
て
平
泉
寺
に
帰
陣
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
①
『
朝あ

さ

倉く
ら

始し

末ま
っ

記き

』（「
史
籍
集
覧
」）
に
よ

れ
ば
「
丁
野
ノ
城
番ば

ん

手て

ニ
ハ
中
島
宗
左
衛
門
平
泉

寺
宝
光
院
…
…
（
中
略
）
…
…
僧
を
宝
光

院
へ
」、
②
『
越
州
軍
記

え
っ
し
ゅ
う
ぐ
ん
き

』（「
続
群
書
類

従
」）
に
よ
れ
ば
、「
丁
野
ノ
番
手
ニ
ハ
、

平
泉
寺
玉
泉
坊
宝
光
院
…
…
（
中
略
）
…

…
陣
僧
ヲ
玉
泉
坊
へ
」、
③
『
信し

ん

長
公
記

ち
ょ
う
こ
う
き

』

に
よ
れ
ば
、「
よ
う
の
山
信
長
御
取
懸
け

候
。
平
泉
寺
の
玉
泉
坊
番
手
と
し
て
楯
籠

り
候
。
是
も
御お

詫わ
び

言ご
と

申
し
罷
退

ま
か
り
の

く
」（「
角

川
文
庫
」）
と
あ
る
。
朝
倉
義
景
や
丁
野

城
の
歴
史
を
書
く
と
き
、
そ
の
典
拠
は
、

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
を
参
考
に
し
て
書
く

こ
と
に
な
る
。『
福
井
県
史
』『
勝
山
市
史
』、

松
原
信
之
著
『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』
は
お
も
に

①
『
朝
倉
始
末
記
』
を
使
用
し
て
い
る
。

『
朝
倉
始
末
記
』
に
よ
れ
ば
、
宝
光
院
が
活
躍

し
た
こ
と
に
な
り
、『
越
州
軍
記
』
に
よ
れ
ば
、

宝
光
院
と
玉
泉
坊
の
二
人
が
協
力
し
て
合
戦
し
、

玉
泉
坊
が
信
長
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
こ
と

に
な
る
。『
信
長
公
記
』
で
は
、
玉
泉
坊
の
み
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
②
③
で

は
、
虎と

ら

御ご

前ぜ

山や
ま

に
陣
を
構
え
る
織
田
信
長
軍
の
木

下
藤
吉
郎
（
豊
臣
秀
吉
）
が
策
略
を
企
て
、
城
に

立
て
籠
も
る
玉
泉
坊
の
命
と
引
き
替
え
に
懐
柔

し
、
義
景
滅
亡
後
の
恩
賞
を
約
束
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
玉
泉
坊
は
の
ち
に
「
一い

っ

山さ
ん

総そ
う

務む

」

と
い
う
一い

っ

行こ
う

朱し
ゅ

印い
ん

を
織
田
信
長
か
ら
手
に
入
れ
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
宝
光
院
と
対
立
す
る
。

勝
山
市
文
化
財
保
護
委
員
　
佐
野
光
臣
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　9月7日、公立保育園連合会の親子行事「手づくりおもちゃ

で遊ぼう」が、かつやま恐竜の森で開催されました。紙と糸、

ストローで「八角たこ」を作り、早速、お父さんといっしょに

飛ばしてみました。飛ばしてみました。結果は…。 

　9月7日、公立保育園連合会の親子行事「手づくりおもちゃ

で遊ぼう」が、かつやま恐竜の森で開催されました。紙と糸、

ストローで「八角たこ」を作り、早速、お父さんといっしょに

飛ばしてみました。結果は…。 

かつやま恐竜の森 この広報紙は
再生紙を使用
しております

交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

308件 
41件 

2人 

－32 
－17

（7） （－11） 

（1） （－1） 
－1

42人 
267件 

－24 
－15 

 

件数内訳 平成２０年8月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

9月の納税 

国民健康保険税s2期 

納 期 限s9月30日（火） 

口座振替s9月26日（金） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

7月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

8月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
－ 
 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,886 
14,101 
26,987 
8,369

11 
6 
17

12,882 
14,089 
26,971 
8,364

4 
12 
16 
5

14 
9 
23

24 
18 
42

25 
27 
52

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

▼
と
て
も
暑
か
っ
た
夏
も

終
わ
り
、
9
月
に
入
り
、

朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
く

し
の
ぎ
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
▼
先
月
行
わ
れ
ま
し

た
「
勝
ち
山
夏
物
語
」
は
、

盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
、
期
間
中
、
前

年
を
遥
か
に
上
回
る
１
万

5
千
人
余
り
の
か
た
が
た

が
夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
み

ま
し
た
。
▼
そ
し
て
秋
。

恐
竜
ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
、

う
ま
い
も
ん
祭
、
運
動
会
、

文
化
祭
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
行
事
で
再
び
勝
山
が
賑

や
か
に
な
り
ま
す
。
一
つ

で
も
多
く
の
行
事
に
参
加

し
て
、
賑
や
か
な
輪
を
広

げ
元
気
な
勝
山
を
創
り
ま

し
ょ
う
。 

玉泉坊が立て籠もった丁野城。麓には
ＪＲ北陸本線と北陸自動車道が走る。


